
訓
　
釈

王
弼
、
老
子
遺
徳
経
狂
第
三
十
八
章

内
　
村

嘉
　
秀

序

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
拙
稿
「
王
弼
の
遣
徳
論
」
（
筑
波
大
学
哲
学
。
思
想
学
系
『
哲
学
。
思
想
論

集
』
第
1
0
号
。
昭
和
5
9
年
度
）
に
於
て
、
私
は
魏
晋
時
代
の
代
表
的
思
想
家
で

あ
る
王
弼
（
＞
．
ρ
s
①
∫
農
⑩
）
の
思
想
を
、
遣
徳
論
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
検

討
L
た
。
即
ち
彼
の
道
徳
論
の
理
論
構
造
を
検
討
し
、
彼
が
道
徳
的
行
為
の
本

質
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
か
、
遣
徳
的
実
践
原
理
を
ど
う
把
握
し
た
か

等
を
考
察
し
た
。
そ
の
際
に
私
は
、
彼
の
主
要
著
作
で
あ
る
『
老
子
道
徳
経

注
』
の
、
特
に
第
3
8
章
注
の
論
述
を
重
視
し
た
。
第
3
8
章
注
は
門
老
子
』
経
文

に
対
す
る
注
釈
の
性
格
を
は
る
か
に
越
え
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
注
に
於
て
王

弼
は
『
老
子
』
研
究
の
成
果
を
集
約
し
つ
つ
自
己
の
遣
徳
論
を
論
述
し
た
と
理

解
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
王
弼
思
想
の
理
解
に
於
て
、
こ
の
第
3
8
章
注
を
ど
の

よ
う
に
解
釈
す
る
か
と
い
う
間
題
は
、
決
定
的
と
杢
言
え
る
重
要
性
を
も
っ
て

い
る
。
ま
た
そ
れ
だ
げ
に
正
確
に
解
釈
す
る
の
は
極
め
て
難
か
し
い
。

　
本
稿
は
第
3
8
章
注
全
文
を
訓
読
し
、
出
来
う
る
限
り
詳
細
な
注
解
を
施
し
て
、

私
な
り
の
理
解
を
提
示
し
た
。
本
稿
は
前
記
拙
稿
の
基
礎
部
門
を
な
す
も
の
と

　
　
　
　
凡
　
例

－
　
王
弼
注
は
次
の
諾
点
を
考
慮
し
て
訓
読
を
採
用
し
、
適
宜
段
落
を
設
定
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
た
。
ω
原
文
を
い
か
に
訓
ん
だ
か
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
㈹
訓
読

　
は
翻
訳
の
一
形
態
で
あ
る
・
」
と
。
り
訓
読
は
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
、
訓

　
読
の
力
は
中
国
思
想
研
究
者
に
と
っ
て
基
礎
学
力
で
あ
る
一
」
と
。
⇔
訓
読
は

　
適
切
な
目
本
語
に
翻
訳
L
難
い
思
想
的
概
念
語
を
そ
の
ま
ま
提
示
し
得
、
現

　
代
語
訳
の
お
ち
入
り
易
い
冗
長
な
説
明
の
挿
入
を
回
避
し
て
文
脈
の
端
的
な

　
把
握
に
於
て
優
れ
て
い
る
こ
と
。

2
　
重
要
な
思
想
的
概
念
語
や
訓
読
だ
け
で
は
意
味
を
と
り
に
く
い
と
思
わ
れ

　
る
所
は
、
「
注
釈
」
で
筆
者
の
解
釈
を
示
し
た
。
解
釈
に
当
っ
て
は
、
文
脈

　
（
形
式
）
を
読
む
こ
と
と
他
の
章
句
に
施
さ
れ
た
注
と
の
関
連
に
注
意
す
る

　
こ
と
に
特
に
意
を
用
い
た
。

3
　
王
弼
注
の
申
の
門
老
子
』
経
文
。
『
周
易
』
等
か
ら
の
引
用
文
な
ど
は

　
「
」
に
カ
タ
カ
ナ
読
み
下
し
を
以
て
示
し
た
。

11　王弼r老子道徳経注』第三十八章



4
　
重
要
な
概
念
語
に
は
適
宜
傍
点
を
つ
け
た
。

5
　
テ
キ
ス
ト
は
楼
宇
烈
校
釈
『
老
子
遭
徳
経
注
』
（
収
『
王
弼
集
校
釈
』
上

　
冊
。
中
華
書
局
出
版
二
⑩
c
。
◎
・
o
。
）
に
拠
り
、
波
多
野
太
郎
『
老
子
王
注
校

　
正
』
（
横
浜
市
立
大
学
紀
要
。
之
o
・
c
。
・
嵩
・
ミ
）
を
参
照
し
た
。

二
　
『
老
子
』
三
十
八
章
経
文

　
上
徳
不
レ
徳
、
是
以
有
レ
徳
。
下
徳
不
レ
失
レ
徳
、
是
以
無
レ
徳
。
上
徳
無
レ
為
而

無
レ
不
。
為
。
下
徳
為
レ
之
而
有
レ
不
レ
為
。

　
上
仁
為
レ
之
而
無
二
以
為
一
。
上
義
為
レ
之
而
有
二
以
為
一
。
上
礼
為
レ
之
而
募
乏

応
一
、
則
撰
レ
腎
而
扮
レ
之
。
故
失
レ
道
而
後
徳
、
失
レ
徳
而
後
仁
、
失
レ
仁
而
後
義
、

失
レ
義
而
後
礼
。

　
夫
礼
者
、
忠
信
之
薄
而
乱
之
首
。
前
識
者
、
道
之
華
而
愚
之
首
。
是
以
大
丈

夫
虜
二
其
厚
一
、
不
レ
屠
二
其
薄
一
、
虜
二
其
実
一
、
不
。
盾
真
華
一
。
故
去
レ
彼
取
。
此
。

　
　
　
　
三
　
「
三
十
八
章
王
弼
注
」
訓
読

　
o
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
う
L
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
－
」
な
　
　
　
2

　
徳
は
得
た
り
。
常
に
得
て
喪
う
な
く
、
利
し
て
害
う
な
し
。
故
に
徳
を
以
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

名
と
為
す
。
何
を
以
て
徳
を
得
ん
。
道
に
由
る
也
。
何
を
以
て
徳
を
尽
く
さ
ん
、

5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
な

無
を
以
て
用
を
為
す
。
無
を
以
て
用
を
為
せ
ぼ
、
物
と
し
て
載
（
成
也
）
ら
ざ

　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
o

る
は
莫
な
き
也
。
故
に
無
な
れ
ば
物
と
し
て
経
（
由
也
）
ら
ざ
る
は
莫
く
、
有

　
　
　
　
　
　
ま
ぬ
が
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

な
れ
ぼ
そ
の
生
を
免
る
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

　
－
ヒ
」
　
も
つ
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画

　
是
を
以
て
天
地
は
広
な
り
と
雄
も
、
無
を
以
て
心
と
為
し
、
聖
王
ば
大
な
り

　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
い
わ
　
　
　
　
　
o

と
雄
も
、
虚
を
以
て
主
と
為
す
。
故
に
日
く
、
「
復
ヲ
以
テ
視
レ
バ
、
天
地
ノ

　
　
ー
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≡
　
　
　
　
　
　
　
H

心
見
ユ
」
「
至
臼
ニ
シ
テ
之
ヲ
思
ヘ
バ
、
先
王
ノ
志
親
ユ
ル
ナ
リ
」
と
。
故
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犯
　
　
　
　
　
　
　
あ
お
ぎ
み
　
　
　
　
　
　
な

そ
の
私
を
減
し
て
そ
の
身
を
無
と
す
れ
ば
、
四
海
も
膳
ざ
る
は
莫
く
、
遠
近

　
　
　
　
　
　
な
　
㎎
　
　
　
　
　
お
の
釣
　
－
」
と

も
至
ら
ざ
る
は
莫
し
。
そ
の
已
を
殊
に
し
て
そ
の
心
を
有
と
す
れ
ぼ
、

み
ず
か
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独

自
ら
全
く
す
る
能
わ
ず
、
肌
骨
も
相
い
容
る
る
能
わ
ざ
る
な
り
。

一
体
も

　
こ
ご
　
　
　
　
　
O
　
O
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
－
」

　
是
を
以
て
上
徳
の
人
は
、
唯
だ
道
を
の
み
是
れ
用
い
、
そ
の
徳
を
「
徳
ト
セ

∬
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸

ズ
」
。
執
る
な
く
用
い
る
た
し
。
故
に
能
く
「
徳
有
り
」
て
「
為
サ
ザ
ル
無
シ
」
。

求
め
ず
し
て
得
、
「
為
サ
ズ
シ
テ
成
ル
」
。
故
に
「
徳
有
り
」
と
雄
も
、
徳
の
名

無
き
也
。

　
o
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
」
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
」
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

　
下
徳
は
求
め
て
之
を
得
、
為
し
て
之
を
成
す
。
則
ち
善
を
立
て
て
以
て
物
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎎
　
　
　
　
　
　
　
－
」
れ

治
む
。
故
に
徳
の
名
有
り
。
求
め
て
之
を
得
れ
ぼ
、
必
ず
失
う
も
の
有
り
。
為

　
　
－
」
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
－
」
な
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0

し
て
之
を
成
せ
ぼ
、
必
ず
敗
う
も
の
有
り
。
善
の
名
生
ず
れ
ぼ
、
不
善
の
応
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
レ

る
有
り
。
故
に
「
下
徳
ハ
之
ヲ
為
シ
テ
、
為
サ
ザ
ル
有
リ
」
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
o

　
「
以
テ
為
ス
無
シ
」
と
は
、
偏
り
為
す
所
無
き
也
。
凡
そ
無
為
た
る
能
わ
ず

　
　
　
ヨ
レ
　
　
　
　
醜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ

し
て
「
之
ヲ
為
ス
」
も
の
は
、
皆
た
下
徳
な
り
。
仁
義
礼
節
こ
れ
也
。
将
に
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
わ
　
　
　
　
　
　
と
り
あ

の
上
下
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
れ
ば
、
軌
ち
下
徳
を
挙
げ
て
以
て
上
徳
に
対
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯛
　
　
き
わ

「
以
テ
為
ス
無
シ
」
に
至
り
て
、
下
徳
の
量
を
極
む
。
上
仁
こ
れ
也
。
「
以
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
コ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
レ

為
ス
無
シ
」
に
及
ぶ
に
足
り
て
、
猶
お
「
之
ヲ
為
ス
」
。
「
之
ヲ
為
シ
テ
以
テ
為

　
　
　
　
　
　
　
コ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

ス
無
シ
」
、
故
に
「
之
ヲ
為
ス
」
の
患
有
り
。
本
は
無
為
に
在
り
。
母
は
無
名

　
　
蝸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

に
在
り
。
本
を
棄
て
母
を
捨
て
て
、
そ
の
子
に
適
け
ば
、
功
は
大
な
り
と
雄
も

　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
わ
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
鎚

必
ず
済
ら
ざ
る
も
の
有
り
、
名
は
美
な
り
と
雄
も
偽
り
も
亦
た
必
ず
生
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
η
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
わ

「
為
サ
ズ
シ
テ
成
リ
」
興
さ
ず
L
て
治
ま
る
能
わ
ざ
れ
ぼ
、
乃
ち
「
之
ヲ
為

　
　
　
　
あ
ま
ね
　
　
　
ひ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
こ
れ

ス
」
。
故
に
宏
普
く
榑
く
施
し
、
仁
も
て
之
を
愛
す
る
者
あ
り
。
而
し
て
之
を

　
　
　
か
た
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
レ

愛
し
て
偏
り
私
す
る
所
な
し
。
故
に
「
上
仁
ハ
之
ヲ
為
シ
テ
、
以
テ
為
ス
無

シ
」
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎎
せ
い
ち
よ
く
　
O
　
　
　
こ
れ
　
お
さ

　
愛
も
兼
ね
る
能
わ
ざ
れ
ぼ
、
抑
抗
正
直
、
義
も
て
之
を
理
む
る
者
あ
り
。
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（
ま
が
れ
る
〕
　
　
い
き
ど
お
　
　
な
お
き
　
　
　
　
　
　
　
あ
ち
ら
　
　
　
　
　
こ
ち
ら
　
せ
　
　
　
　
（
こ
と
ご
と
）

　
柾
　
を
急
り
直
を
祐
げ
、
彼
を
助
け
此
を
攻
め
、
物
泰
に
心
を
以
て
為
す

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
レ

有
り
。
故
に
「
上
義
ハ
之
ヲ
為
シ
テ
以
テ
為
ス
有
リ
」
也
。

　
な
お
き
　
↓
曲
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
コ
わ
ぺ
を
か
仙
否
り
）
　
　
　
o
　
　
　
　
　
－
」
れ
　
　
・
コ
や
・
コ
や

　
直
も
篤
き
こ
と
能
わ
ざ
れ
ぼ
、
漉
飾
修
文
、
礼
も
て
之
を
敬
L
く
す
る
者

　
鵬
　
　
よ
L
　
　
　
　
　
　
　
う
や
ら
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
っ
き
あ
い
）
　
く
ら
　
　
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
た
ち
ま
ち
）

あ
り
。
好
み
を
尚
び
敬
し
さ
を
修
め
、
佳
来
を
校
べ
責
め
れ
ば
、
不
対
の
間

（
い
き
ど
お
り
〕
…
舳
　
　
コ
レ
　
ヨ
レ
ナ
　
ヒ
ジ

に
盆
怒
生
ず
。
故
に
「
上
礼
ハ
之
ヲ
為
シ
テ
、
之
二
応
ズ
ル
莫
ヶ
レ
バ
、
腎
ヲ

寸
ク
　
　
　
　
コ
レ
　
　
ヒ

撰
リ
テ
之
ヲ
拓
ク
」
。

　
そ
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舳
　
　
こ
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
夫
れ
大
の
極
は
、
そ
れ
唯
だ
道
か
。
此
れ
自
り
已
佳
は
、
豊
に
尊
ぶ
に
足
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

ん
や
。
故
に
「
徳
盛
ソ
ニ
業
大
ニ
シ
テ
、
万
物
ヲ
富
有
ス
」
と
雄
も
、
猶
お
各

　
　
　
　
　
　
船
　
　
い
ま
　
　
み
ず
か
　
あ
ま
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

の
そ
の
徳
あ
り
て
、
未
だ
自
ら
属
き
こ
と
能
わ
ざ
る
也
。
故
に
天
は
載
を
為
す

　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皇

能
わ
ず
、
地
は
覆
を
為
す
能
わ
ず
、
人
は
購
を
為
す
能
わ
ず
。
万
物
は
貴
し
と

蜷
も
無
を
以
て
用
を
為
し
、
無
を
捨
て
て
以
て
体
を
為
す
能
わ
ざ
る
也
。
無
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
鑓
　
　
い
わ
ゆ

捨
て
て
以
て
体
を
為
せ
ぼ
、
そ
の
大
為
る
を
失
う
。
所
謂
る
「
道
ヲ
失
ヒ
テ
後

徳
ア
リ
」
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
お
の
れ

　
無
を
以
て
用
を
為
せ
ぼ
、
そ
の
母
を
得
。
故
に
能
く
已
労
さ
ず
し
て
、
物
と

　
　
お
さ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
o
　
o

L
て
理
ら
ざ
る
は
無
し
。
此
れ
下
り
已
往
は
、
則
ち
用
の
母
を
失
う
。
無
為
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
ち
よ
く

る
能
わ
ず
し
て
、
博
く
施
す
を
貴
ぶ
、
博
く
施
す
能
わ
ず
し
て
正
直
を
貴
ぶ
、

せ
い
ち
よ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ
ゆ

正
直
た
る
能
わ
ず
し
て
飾
敬
を
貴
ぶ
。
所
謂
る
「
徳
ヲ
失
ヒ
テ
後
仁
ア
リ
、
仁

ヲ
失
ヒ
テ
後
義
ア
リ
、
義
ヲ
失
ヒ
テ
後
礼
ア
リ
」
也
。

　
　
　
　
は
じ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
つ
　
　
　
　
　
　
　
o
　
o
の
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
ま
㏄
　
そ
な
え
う
わ
べ

　
夫
れ
礼
の
始
る
所
は
、
忠
信
篤
か
ら
ず
、
易
簡
暢
び
ざ
る
に
首
る
。
備
を
表

　
せ
　
　
　
　
＾
さ
さ
い
な
こ
と
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
」
こ
ろ
　
　
　
お
こ
　
　
　
　
　
　
コ
レ

に
責
め
、
機
微
に
も
制
を
争
う
。
夫
れ
仁
義
内
よ
り
発
る
も
「
之
ヲ
為
セ
」

　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

ぼ
猶
お
偽
な
り
。
況
ん
や
外
飾
を
務
め
て
久
し
く
す
可
け
ん
や
。
故
に
「
夫
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ジ
メ

礼
ハ
忠
信
ノ
薄
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
乱
ノ
首
」
也
。

　
o
　
o
　
　
　
　
　
　
さ
き
　
　
　
　
　
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

　
前
識
と
は
人
に
前
ん
じ
て
識
る
也
。
即
ち
下
徳
の
倫
也
。
そ
の
聡
明
を
蠣
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
る
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
あ
り
さ
ま
〕

て
以
て
前
識
を
為
し
、
そ
の
智
力
を
役
め
て
以
て
庶
務
を
営
む
。
そ
の
情
を

　
　
　
　
　
　
　
小
よ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ま
れ
　
さ
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
い

得
る
と
確
も
、
姦
巧
弥
よ
密
に
、
そ
の
誉
を
豊
に
す
と
雄
も
、
愈
よ
篤
実
を
喪

　
　
　
　
　
く
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
い
　
そ
こ
な

う
。
労
し
て
事
昏
く
、
務
め
て
治
麓
る
。
聖
智
を
蠣
す
と
雄
も
、
民
愈
よ
害
わ

脈
　
お
の
れ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す
　
　
o
o
　
　
　
　
お

る
。
已
を
舎
て
て
物
に
任
せ
れ
ば
、
無
為
に
し
て
泰
し
。
素
朴
を
失
う
に
守
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
え
　
　
　
　
　
　
　
ふ
け
　
　
　
　
－
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯛

ぼ
、
典
制
も
順
わ
れ
ず
、
彼
の
獲
る
所
に
耽
り
、
此
の
守
る
所
を
棄
つ
。
故
に

　
　
　
　
　
＾
ナ

「
前
識
ハ
遣
ノ
華
ニ
シ
テ
、
愚
ノ
首
」
な
り
。

　
　
　
い
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
舶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如

　
故
に
萄
し
く
も
そ
の
功
を
為
す
の
母
を
得
れ
ば
、
「
万
物
作
リ
テ
辞
セ
ザ
ル
」

也
。
万
事
存
し
て
労
せ
ざ
る
也
。
用
い
る
に
形
を
以
て
せ
ず
、
御
す
る
に
名
を

　
　
　
幻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
ら
　
　
　
　
　
ぺ
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
ら

以
て
せ
ず
、
故
に
仁
義
顕
か
な
る
可
く
、
礼
敬
彰
か
な
る
可
き
也
。

　
　
　
－
」
れ
　
　
な
　
　
　
　
　
　
o
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
」
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸

　
夫
れ
之
を
載
す
に
大
道
を
以
て
し
、
之
を
鎮
め
る
に
無
名
を
以
て
す
れ
ぼ
、

　
　
と
お
と
　
　
　
　
　
蝸
　
　
　
μ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸

物
の
尚
ぶ
所
無
く
、
志
の
営
む
所
無
し
。
各
の
そ
の
真
に
任
せ
、
事
と
し
て
そ

　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

の
誠
を
用
い
れ
ぼ
、
仁
徳
厚
く
、
行
義
正
し
く
、
礼
敬
清
L
。
そ
の
載
す
所
を
棄

　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
る
L

て
、
そ
の
生
る
所
を
舎
て
、
そ
の
成
形
を
用
い
、
そ
の
聡
明
を
役
め
れ
ぼ
、
仁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
は
り
あ
い
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
あ
ら
’
そ
い
）
　
　
　
　
畑

は
則
ち
偽
と
な
り
、
義
は
則
ち
競
と
な
り
、
礼
は
則
ち
争
と
た
る
。
故
に

　
　
　
あ
っ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し
き

仁
徳
の
厚
は
、
仁
を
用
い
る
の
能
く
す
る
所
に
非
ざ
る
也
。
行
義
の
正
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

義
を
用
い
る
の
成
す
所
に
非
ざ
る
也
。
礼
敬
の
清
は
、
礼
を
用
い
る
の
済
す
所

　
　
　
　
　
こ
れ
な
　
　
　
　
　
　
こ
れ
す
　
　
＾
も
と
）

に
非
ざ
る
也
。
之
を
載
す
に
遣
を
以
て
し
、
之
を
統
ぶ
る
に
母
を
以
て
す
。
故

　
｝
」
れ

に
之
を
顕
か
に
し
て
尚
ぶ
所
無
く
、
之
を
彰
か
に
し
て
競
う
所
無
し
。

　
カ　

夫
の
無
名
を
用
う
。
故
に
名
以
て
篤
し
。
夫
の
無
形
を
用
う
。
故
に
形
以
て

　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
あ

成
る
。
母
を
守
り
て
以
て
そ
の
子
を
存
L
、
本
を
崇
ん
で
以
て
そ
の
末
を
挙
げ

れ
ぼ
、
形
名
倶
に
有
り
て
邪
生
せ
ず
、
大
美
天
に
配
し
て
華
作
ら
ず
。
故
に
母

　
　
　
　
ペ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

は
遠
ざ
く
可
か
ら
ず
、
本
は
失
う
可
か
ら
ず
。
仁
義
は
母
の
生
す
所
に
L
て
、

　
　
　
　
　
　
ぺ
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

以
て
母
と
為
す
可
き
も
の
に
非
ず
、
形
器
は
匠
の
成
る
所
に
し
て
、
以
て
匠
と

為
す
可
き
も
の
に
非
ざ
る
也
。
そ
の
母
を
捨
て
て
そ
の
子
を
用
い
、
そ
の
本
を
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棄
て
て
そ
の
末
に
適
げ
ぼ
、
名
は
則
ち
分
る
る
所
あ
り
、
形
は
則
ち
止
ま
る
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま

あ
り
。
そ
の
大
を
極
む
と
雄
も
、
必
ず
周
ね
か
ら
ざ
る
あ
り
、
そ
の
美
を
盛
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

す
と
雄
も
、
必
ず
患
憂
あ
り
。
功
は
「
之
ヲ
為
ス
」
に
在
り
と
す
、
豊
に
虜
る

に
足
ら
ん
や
。

1
⊥

四
　
「
三
十
八
章
王
弼
注
」
注
釈

　
音
通
を
以
て
語
源
を
説
く
方
法
は
、
中
園
で
古
く
か
ら
採
用
さ
れ
て
き
た
。

○徳
に
つ
い
て
も
例
え
ぼ
、
○
「
知
楽
則
幾
於
礼
棄
。
礼
楽
皆
得
、
謂
之
有
徳
。

o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

徳
者
得
也
。
」
（
『
楽
記
』
楽
本
篇
）
O
「
徳
者
遣
之
舎
、
物
得
以
生
、
生
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

得
以
職
、
遣
之
精
。
故
徳
者
得
也
。
得
也
者
、
其
謂
所
以
得
以
然
也
。
以
無

為
之
謂
遣
、
舎
之
之
謂
徳
。
故
道
之
与
徳
無
問
。
」
（
『
管
子
』
心
術
上
篇
）

等
と
既
に
先
秦
の
古
典
に
見
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
は
た
ら
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
丸
ら
き

　
利
は
徳
の
属
性
、
用
の
優
秀
性
、
卓
越
せ
る
用
。
「
功
利
、
用
之
善
也
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

（
1
8
章
注
）
。
こ
の
一
句
、
○
「
上
善
若
水
、
水
善
利
万
物
而
不
争
、
処
衆
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o

之
所
悪
、
故
幾
於
道
。
…
夫
唯
不
争
、
故
無
尤
」
（
8
章
）
○
「
赤
子
無
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

無
欲
、
不
犯
衆
物
、
故
毒
整
之
物
無
犯
於
人
也
。
含
徳
之
厚
者
、
不
犯
於
物
、

o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

故
無
物
以
損
其
全
也
」
（
5
5
章
注
）
○
「
天
之
道
利
而
不
害
、
聖
人
之
道
為

而
不
争
」
（
8
1
章
）
等
を
参
考
に
L
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
○
「
遺
者
物
之
所
由
也
。
徳
者
物
之
所
得
也
。
由
之
乃
得
、
故
不
得
不
尊
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

失
之
則
害
、
故
不
得
不
貴
也
」
（
肌
章
注
）
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
徳
は

も
の
が
「
道
に
由
る
」
一
」
と
に
よ
っ
て
（
そ
の
結
果
と
し
て
）
得
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
を
徳
の
第
一
規
定
と
す
れ
ぼ
、
こ
の
規
定
は
道
と
の
関
連
に
於

け
る
徳
の
規
定
で
あ
る
。

　
道
は
、
「
天
地
の
始
」
（
1
章
）
、
「
万
物
の
宗
」
（
4
章
）
、
「
万
物
の
母
」

（
2
5
．
5
2
章
）
、
「
万
物
の
奥
」
（
6
2
章
）
ま
た
二
」
（
3
9
章
）
等
多
様
に
表

現
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
表
現
は
等
し
く
道
が
凡
そ
存
在
す
る
も
の
の

究
極
的
根
元
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
王
弼
は
『
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

子
』
を
承
け
、
『
荘
子
』
雑
篇
・
漁
父
篇
の
「
遣
老
万
物
之
所
由
也
」
に
拠

っ
て
、
道
を
「
物
之
所
由
」
（
2
5
．
5
1
章
注
等
）
と
捉
え
、
さ
ら
に
「
所
由

之
宗
」
（
『
易
』
繋
辞
伝
上
韓
康
伯
注
引
）
、
「
宗
主
」
（
4
7
章
注
、
「
周
易
略
例
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
ら
き

明
象
等
）
と
表
現
す
る
。
「
物
之
所
由
」
と
は
、
も
の
（
存
在
及
び
そ
の
用
）

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

が
そ
れ
に
よ
っ
て
か
く
成
り
立
ち
得
て
い
る
根
拠
を
、
「
宗
主
」
は
多
様
な

る
も
の
。
こ
と
を
全
体
的
に
統
合
し
調
和
あ
ら
し
め
て
い
る
根
元
的
一
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o

意
味
す
る
。
－
「
夫
衆
不
能
治
衆
、
治
衆
者
至
寡
者
也
。
夫
動
不
能
制
動
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

制
天
下
之
動
者
、
貞
夫
一
者
也
。
故
衆
之
所
以
得
成
存
者
、
主
必
致
一
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

動
之
所
以
得
成
運
者
、
原
必
尤
二
也
。
物
元
妄
然
、
必
由
其
理
。
統
之
有
宗
、

　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

会
之
有
元
。
故
繁
而
不
乱
、
衆
而
不
惑
。
：
－
品
制
万
変
、
宗
主
存
焉
」

（
「
周
易
略
例
」
明
象
）
。
こ
の
遺
と
徳
1
も
の
二
」
と
の
関
係
を
、
王
弼
は

ま
た
本
・
末
関
係
と
し
て
把
握
す
る
。
1
－
「
母
、
本
也
。
子
、
末
也
。
得
本

以
知
末
、
不
舎
本
以
逐
末
也
」
（
5
2
章
「
天
下
有
始
、
以
為
天
下
母
、
既
得

其
母
、
以
知
其
子
、
既
知
其
子
、
復
守
其
母
、
没
身
不
殆
」
の
注
）
。
従
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

て
王
弼
は
道
を
「
用
の
母
」
「
功
を
為
す
の
母
」
と
表
現
す
る
。
こ
の
意
味

で
、
道
は
徳
を
徳
た
ら
し
め
る
徳
の
成
立
根
拠
と
な
る
。
（
注
2
5
参
照
）

　
も
の
が
「
道
に
由
る
」
一
」
と
に
よ
っ
て
得
た
徳
と
は
、
も
の
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
も
の
か
、
塑
言
す
れ
ぼ
、
も
の
に
と
っ
て
徳
と
は
如
何
な
る
も
の

か
。　

3
9
章
・
「
昔
之
得
一
者
、
天
得
一
以
清
、
地
得
一
以
寧
、
神
得
一
以
霊
、

谷
得
一
以
盈
、
万
物
得
一
以
生
、
侯
王
得
一
以
為
天
下
貞
、
其
致
之
一
也
」
、

14



規第定一 規第定二

本
（
母
）

道

本 徳
末
（
子
）

末
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

4
章
王
注
画
「
地
守
其
形
、
徳
不
能
遇
其
載
　
天
燦
其
象
、
徳
不
能
過
其

o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
o

覆
し
等
に
よ
れ
ぼ
、
例
え
ぼ
天
・
地
の
徳
ぼ
清
・
寧
で
あ
り
又
覆
・
載
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
ら
き

る
。
前
者
は
天
。
地
に
固
有
の
特
性
、
後
者
は
固
有
の
用
（
効
用
。
効
能
。

力
）
で
あ
る
。
3
9
章
。
「
天
無
以
溝
将
恐
裂
、
地
無
以
寧
将
恐
護
…
」
王
注

。
「
用
一
以
致
溝
耳
、
非
用
清
以
清
也
。
守
一
則
清
不
失
、
用
清
則
恐
裂
也
。

故
為
功
之
母
不
可
舎
也
。
是
以
皆
無
用
其
功
、
恐
喪
其
本
也
」
に
よ
れ
ぼ
、

も
し
天
・
地
が
道
（
一
）
か
ら
は
な
れ
、
結
果
（
功
）
で
あ
る
自
已
の
溝
・

寧
を
自
已
存
立
の
根
拠
と
す
れ
ぼ
、
裂
・
酸
の
現
象
を
引
起
L
、
天
。
地
は

そ
の
存
在
性
そ
の
も
の
を
失
っ
て
L
ま
う
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
ら
き

　
こ
の
よ
う
に
、
徳
と
は
も
の
に
固
有
の
本
性
と
そ
の
用
で
あ
り
、
こ
の

徳
が
1
究
極
的
に
は
、
徳
を
徳
た
ら
し
め
て
い
る
道
が
　
　
も
の
に
そ
の

も
の
独
自
の
存
在
性
を
与
え
、
も
の
を
そ
の
も
の
た
ら
し
め
て
い
る
。
こ
れ

を
も
の
と
の
関
連
に
於
け
る
徳
の
第
二
規
定
と
す
れ
ぼ
、
徳
と
は
何
か
の
充

全
な
る
理
解
は
、
以
上
の
第
一
規
定
と
第
二
規
定
と
の
総
合
的
把
握
に
よ
っ

て
可
能
と
な
る
。

〈
付
〉
　
以
上
の
論
述
を
整
理
す
る
た
め
に
、
道
－
徳
1
も
の
（
清
画
寧
、

覆
一
載
等
の
徳
に
対
L
て
、
天
・
地
等
の
そ
の
存
在
性
、
形
体
等
が
観
念
さ

れ
て
い
る
）
三
者
の
関
係
を
表
に
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尚
、
王
弼
の
本
・
末
概
念

は
、
宋
学
に
お
い
て
多
用

さ
れ
る
体
・
用
概
念
に
ほ

ぽ
相
当
す
る
と
見
て
よ
い
。

　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

　
「
得
徳
」
と
「
尽
徳
」

の
区
別
の
意
味
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

　
も
の
は
「
道
に
由
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
「
徳
を
得
る
」
。
こ
の
徳
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
ら
き

も
の
に
固
有
の
本
性
と
そ
の
用
で
あ
る
。
従
っ
て
も
の
が
そ
の
も
の
で
あ

る
隈
り
、
も
の
は
自
己
に
固
有
の
徳
を
保
持
し
て
い
る
。
し
か
し
本
性
と
し

て
徳
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
と
、
現
実
具
体
の
場
に
於
て
個
々
の
行
為
・
は

た
ら
き
と
し
て
徳
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
と
は
区
別
L
て
考
え
ら
れ
ね
ぼ
な

ら
な
い
。
も
の
は
自
己
の
保
持
し
て
い
る
徳
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
」
の
で
き
る
は
可
能
性
と
し
て
で
き
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
可
能
性
が
直

ち
に
現
実
性
と
た
る
訳
で
は
な
い
。
従
っ
て
一
ご
」
で
徳
に
可
能
的
た
徳
性

（
徳
の
潜
在
態
）
と
現
実
的
徳
（
徳
の
顕
在
態
）
と
の
区
別
を
導
入
す
れ
ぼ
、

も
の
が
そ
の
本
性
と
し
て
得
る
も
の
は
徳
性
で
あ
る
。
徳
性
は
具
体
的
行
為

・
は
た
ら
き
の
内
に
発
揮
さ
れ
て
具
体
的
徳
に
転
化
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
も

し
も
こ
の
転
化
の
み
ち
す
じ
を
誤
る
な
ら
ぼ
潜
在
的
徳
性
を
現
実
的
徳
と
し

て
顕
在
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
3
9
章
に
見
た
如
く
も
の
の
存
在
性

そ
の
も
の
が
危
機
に
瀕
す
る
。
世
の
中
の
混
乱
・
矛
盾
は
こ
の
転
化
の
み
ち

す
じ
を
誤
る
こ
と
に
起
因
し
、
そ
れ
は
人
が
自
已
の
本
性
・
も
の
の
本
性
を

把
握
し
そ
こ
ね
る
こ
と
の
必
然
的
結
果
で
あ
る
。
王
弼
は
こ
の
レ
ヴ
ェ
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

お
け
る
人
の
あ
り
方
を
有
為
の
下
徳
の
う
ち
に
見
て
い
る
。
－
「
夫
敦
僕

o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

之
徳
不
著
、
而
名
行
之
美
顕
尚
、
則
修
其
所
尚
而
望
其
誉
、
修
其
所
遣
而

翼
其
利
。
望
誉
翼
利
以
勤
其
行
、
名
弥
美
而
誠
愈
外
、
利
弥
重
而
心
愈
競
。

　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

父
子
兄
弟
懐
情
失
直
、
孝
不
任
誠
、
慈
不
任
実
、
蓋
顕
名
行
之
所
招
也
。
患

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

俗
薄
而
興
名
行
、
崇
仁
義
、
愈
致
斯
偽
、
況
術
之
賎
此
者
乎
。
」
（
「
老
子
指

略
」
）

　
こ
こ
に
徳
性
の
充
全
な
る
発
揮
は
如
何
に
L
て
可
能
と
な
る
の
か
が
重
要
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な
理
論
的
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
一
」
の
課
題
に
対
す
る
王
弼
の
解
答
が
、

　
「
何
以
尽
徳
、
以
無
為
用
」
で
あ
る
。

5
　
　
「
塩
州
」
に
つ
い
て
1

　
　
　
o
　
　
o

　
　
「
道
無
、
水
有
、
故
目
幾
也
」
（
8
章
注
）
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
王
弼

　
　
o
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
は
道
を
無
と
捉
え
る
。
厳
密
に
言
え
ぱ
、
道
は
無
の
呼
称
で
あ
る
。
l

　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
「
道
者
無
之
称
也
。
無
不
通
也
、
無
不
由
也
。
況
之
目
道
。
寂
然
無
体
、
不

　
可
為
象
。
是
遺
不
可
体
、
故
但
志
慕
而
已
。
」
（
那
萬
『
論
語
正
義
』
述
而
第

　
七
引
・
王
弼
『
論
語
釈
疑
』
）
、
2
5
章
注
一
「
凡
物
有
称
有
名
、
則
非
其
極
也
。

　
言
道
則
有
所
由
、
有
所
由
然
後
謂
之
為
道
。
然
則
道
是
称
中
之
大
也
、
不
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
無
称
之
大
也
」
に
よ
れ
ぼ
、
遣
n
称
中
之
大
は
、
概
念
の
高
次
性
に
お
い
て

　
○

　
無
1
1
無
称
之
大
の
下
位
に
属
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

　
　
8
章
注
に
見
る
よ
う
に
、
水
は
道
・
無
に
対
し
て
有
と
規
定
さ
れ
る
。
有

　
は
天
。
地
。
万
物
な
ど
几
そ
時
・
空
の
制
約
下
に
あ
る
個
別
的
存
在
者
を
全

　
体
的
に
把
握
し
た
概
念
で
あ
り
、
も
の
一
般
を
意
味
す
る
。

　
（
も
の
）

　
　
有
に
対
し
無
は
「
寂
然
無
体
」
「
冥
黙
無
有
」
（
1
章
注
）
と
さ
れ
、
凡
そ

（
も
の
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
　
　
、

　
有
に
帰
属
す
る
一
切
の
属
性
を
援
無
す
る
。
そ
れ
故
遺
は
無
形
。
無
名
・
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
と
ぱ
）

　
（
永
遠
不
変
性
）
∴
と
さ
れ
、
名
に
よ
る
把
握
や
概
念
規
定
を
こ
え
た
も

　
の
と
し
て
「
玄
」
と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
「
玄
之
又
玄
」
と
さ
れ
る
。
（
1
章

　
注
。
1
4
章
注
響
参
照
）

　
　
『
周
易
』
復
卦
。
象
伝
「
復
其
見
天
地
之
心
乎
」
の
注
に
よ
れ
ぼ
（
注
1
0

　
参
照
）
、
無
（
寂
然
至
元
）
こ
そ
が
天
地
の
心
・
本
で
あ
り
、
万
事
万
象
即

　
ち
有
は
無
の
隈
定
的
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
無
と
有
は
本
（
一
）
。
末
（
多
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
も
の
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

　
の
関
係
に
あ
る
。
即
ち
無
は
有
（
世
界
）
の
究
極
。
本
然
の
相
（
一
）
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
＾
も
の
〕

　
そ
の
現
実
具
体
の
場
に
於
げ
る
展
開
相
（
多
）
が
有
で
あ
る
。
王
弼
は
世
界

を
無
と
有
の
謂
わ
ぼ
重
層
的
な
構
造
に
於
て
捉
え
、
無
（
本
）
の
分
化
・
限

　
　
　
　
　
（
も
の
）

定
化
（
末
）
が
有
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
理
解
し
た
。
そ
れ
は
変
化
の

う
ち
に
不
変
を
、
個
別
の
多
様
性
の
う
ち
に
一
な
る
全
体
を
、
相
対
の
う
ち

　
　
　
　
み

に
絶
対
を
観
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
あ
る
い
は
現
実
世
界
の
運
動
・
変

化
・
多
様
性
・
相
対
性
を
一
（
不
変
・
絶
対
）
た
る
全
体
の
分
化
。
隈
定
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

と
し
て
捉
え
、
両
者
を
統
一
L
て
世
界
を
観
て
い
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

　
肪
章
「
玄
徳
深
秦
遠
集
、
与
物
反
集
」
の
注
「
反
其
真
」
、
玄
た
「
夫
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

也
者
取
乎
万
物
之
所
由
也
、
玄
也
者
取
乎
幽
冥
所
出
也
、
深
也
者
取
乎
探
蹟

o
　
o
　
o
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
も
の
〕

而
不
可
究
也
、
・
－
…
」
（
「
老
子
指
略
」
）
に
よ
れ
ぼ
、
有
の
究
極
・
本
然
の

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、

相
（
「
真
」
）
は
、
こ
と
ぼ
に
よ
る
認
識
を
蓬
か
に
越
え
た
無
限
の
深
さ
。
豊

、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
オ
ノ
ズ
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

か
さ
を
湛
え
て
い
る
。
そ
れ
故
た
だ
あ
る
が
ま
ま
、
自
カ
ラ
か
く
の
如
く
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

り
か
く
の
如
く
成
る
1
然
ル
も
の
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
無
は
ま
た
自

然
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
ら
き

　
老
子
は
万
物
を
生
生
化
育
せ
L
め
る
道
の
用
（
玄
徳
）
の
特
質
を
有
為

（
作
為
）
に
対
す
る
無
為
（
無
作
為
）
と
捉
え
、
従
っ
て
道
を
体
得
し
た
聖

人
の
徳
の
特
質
も
無
為
と
し
た
。
1
「
遺
常
無
為
而
無
不
為
、
侯
王
若
能

守
之
、
万
物
将
自
化
」
（
3
7
章
）
「
上
徳
無
為
而
無
不
為
」
（
3
8
章
）
「
故
聖
人

云
、
我
無
為
而
民
自
化
」
（
5
7
章
）
「
生
而
不
有
、
為
而
不
侍
、
長
而
不
宰
、

　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

是
謂
玄
徳
」
（
1
0
．
5
1
章
）
等
。
無
為
が
老
子
に
於
け
る
実
践
原
理
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
王
弼
は
1
1
章
画
「
故
有
之
以
為
利
、
無
之
以
為
用
」
に
拠
っ
て
、
無
為
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
も
の
〕
　
　
　
　
　
、

「
以
無
為
用
」
と
提
え
返
し
た
。
有
は
無
を
本
と
し
て
い
る
か
ら
、
「
無
に

か
え反

る
」
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
そ
の
存
在
と
は
た
ら
き
を
全
う
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
！
「
天
下
之
物
、
皆
以
有
為
生
。
有
所
之
始
、
以
無
為
本
。
将
欲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
も
の
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
も
の
〕
　
は
た
ら
き

全
有
、
必
反
於
無
也
。
」
（
ω
章
注
）
。
有
が
無
に
反
る
と
き
、
有
の
用
は
無

16



　
ぼ
た
ら
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

の
用
と
一
致
す
る
。
語
を
換
え
て
言
え
ぼ
、
無
の
用
が
有
の
用
と
し
て
あ

ら
わ
れ
る
。
こ
れ
を
実
践
論
的
観
点
か
ら
言
え
ぼ
、
無
に
反
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
有
（
わ
れ
及
び
わ
れ
が
行
為
的
に
か
か
わ
る
他
者
。
物
）
に
即
し
て
無

の
用
を
あ
ら
わ
に
し
得
た
と
き
、
そ
の
は
た
ら
き
が
無
為
で
あ
り
、
そ
こ
に

徳
が
実
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
一
」
と
で
あ
る
。

　
で
は
、
無
為
－
無
に
反
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
の
用
を
あ
ら
わ
に
す
る
こ

と
ー
は
如
何
に
し
て
可
能
と
な
る
か
。
無
為
を
王
弼
は
「
順
二
自
然
一
也
」

（
3
7
章
注
）
と
捉
え
る
。
こ
こ
で
「
順
二
自
然
一
」
は
2
7
章
注
等
に
明
ら
か
な

　
　
　
　
　
o
　
o
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
も
の
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
も
の
）

よ
う
に
「
順
二
物
之
性
一
」
で
あ
る
。
凡
そ
有
の
用
。
生
滅
変
化
は
、
有
に
内

在
す
る
性
の
用
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
従
っ
て
個
に
即
し
て
言
え
ぼ
、
無
の

用
と
は
個
に
個
有
の
性
（
「
常
性
」
）
の
用
で
あ
る
。
個
に
於
け
る
自
然
・
無

が
性
に
他
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
無
為
－
無
へ
反
る
一
」
と
に
よ
っ

て
無
の
用
を
あ
ら
わ
に
す
る
一
」
と
－
は
、
も
の
の
性
を
把
握
し
て
そ
の
性
の

は
た
ら
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

用
を
充
全
に
発
揮
す
る
一
」
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
－
○
「
万
物
以

o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

自
然
為
性
。
故
可
因
而
不
可
為
、
可
通
而
不
可
執
也
。
物
有
常
性
、
而
造
為

之
、
故
必
敗
也
。
物
有
佳
来
、
而
執
之
、
故
必
失
桑
。
」
（
2
9
章
注
）
○
「
不

塞
其
原
、
則
物
自
生
、
何
功
之
有
。
不
禁
其
性
、
則
物
自
済
、
何
為
之
侍
。

物
自
長
足
、
不
吾
宰
成
。
有
徳
無
主
、
非
玄
而
何
。
凡
言
玄
徳
、
皆
有
徳
不

知
其
主
、
出
乎
幽
冥
。
」
（
前
引
1
0
章
「
玄
徳
」
の
注
）

　
o
　
　
＾
も
の
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
も
の
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
性
は
有
に
固
有
の
素
質
、
有
の
用
・
生
減
変
化
の
「
原
」
を
な
す
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ざ
　
　
ふ
さ

あ
る
。
作
為
し
て
そ
の
性
の
は
た
ら
き
を
塞
し
禁
ぐ
よ
う
な
こ
と
さ
え
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
と
の

げ
れ
ぼ
、
も
の
は
自
ず
か
ら
生
じ
、
生
長
し
、
済
い
、
充
足
し
て
、
世
界
の

全
体
的
調
和
が
実
現
さ
れ
る
「
以
無
為
用
」
と
は
、
性
（
無
）
の
は
た
ら
き

に
作
為
的
規
制
を
加
え
ず
、
そ
の
自
ず
か
ら
な
る
は
た
ら
き
（
無
の
用
）
を

　
充
全
た
ら
し
め
る
こ
と
と
理
解
L
て
よ
い
。
何
も
行
為
L
な
い
こ
と
で
は
勿

　
論
な
く
、
あ
る
具
体
的
な
行
為
の
か
た
ち
を
示
す
も
の
で
も
な
い
。
具
体
的

　
な
場
に
於
て
、
私
達
が
あ
る
行
為
を
選
び
と
り
行
為
す
る
実
践
原
理
を
示
し

　
た
も
の
で
あ
る
。
無
為
は
一
定
の
行
為
の
か
た
ち
と
L
て
理
解
す
る
こ
と
は

　
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

7
　
「
物
」
字
、
波
多
野
太
郎
珂
王
注
校
正
』
に
従
っ
て
、
下
注
の
「
故
物
無

　
焉
」
の
「
物
」
字
を
こ
こ
に
移
し
て
訓
ん
だ
。
こ
の
句
、
経
文
の
「
無
不

　
為
し
の
言
い
換
え
。

8
　
故
無
焉
則
無
物
不
経
、
有
焉
則
不
足
以
免
其
生
。
両
「
焉
」
字
、
語
調
を

　
整
え
る
語
気
詞
。
　
「
経
」
、
由
也
。
　
「
生
」
、
死
・
滅
の
対
概
念
。
こ
こ
で
は

　
有
隈
性
の
象
徴
的
表
現
。
前
句
、
「
道
取
於
無
物
而
不
由
也
」
（
2
5
章
注
）
と

　
同
意
。
こ
の
二
句
、
有
と
無
の
相
違
を
示
し
、
「
以
無
為
用
、
則
物
莫
不
載
」

　
の
理
論
的
根
拠
を
提
示
す
る
。

9
　
こ
の
二
句
、
万
物
を
生
生
化
育
せ
L
め
る
天
地
と
、
民
生
の
安
易
を
実
現

　
す
る
聖
王
の
徳
の
広
大
無
辺
性
は
、
無
為
－
無
へ
の
復
帰
に
よ
る
無
の
用

　
の
実
現
ー
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

1
0
　
門
周
易
』
・
復
卦
象
伝
　
「
復
、
其
見
天
地
之
心
乎
」
を
ふ
ま
え
る
。
王

　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

　
注
・
『
復
者
、
反
本
之
謂
也
。
天
地
以
本
為
心
者
也
。
凡
動
息
則
静
、
静
非

　
対
動
者
也
。
語
息
則
黙
、
黙
非
対
語
者
也
。
然
則
天
地
雄
大
、
富
有
万
物
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
O
O
O
O
O
O
O
　
　
　
　
　
　
　
　
O
O
O

　
雷
動
風
行
、
運
化
万
変
、
寂
然
至
元
是
其
本
桑
。
故
動
息
地
申
、
乃
天
地
之

　
o
　
　
o

　
心
見
棄
。
若
其
以
有
為
心
、
則
異
類
末
獲
具
存
棄
。
」

　
　
天
地
を
運
行
せ
し
め
て
四
時
に
序
あ
ら
し
め
、
万
物
を
生
生
化
育
せ
し
め

　
る
天
地
の
徳
、
そ
の
徳
を
徳
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
、
即
ち
天
地
の
本
は
寂

　
然
至
元
（
無
）
で
あ
り
、
天
地
は
こ
の
無
を
心
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
天
地
運
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行
・
万
物
生
生
の
根
本
原
理
が
あ
る
、
と
王
弼
は
考
え
る
。
動
と
静
、
語
と

黙
は
相
対
的
な
関
係
に
あ
る
現
象
で
あ
る
。
こ
の
現
象
を
、
王
弼
は
単
に
現

象
レ
ヴ
ェ
ル
に
於
て
は
理
解
し
な
い
。
現
象
を
、
現
象
が
そ
こ
か
ら
起
り
そ

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
o

こ
へ
と
帰
っ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
（
物
の
極
・
本
）
と
の
関
連
に
於
て
理
解
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

－
「
以
虚
静
観
其
反
復
。
凡
有
起
於
虚
、
動
起
於
静
、
故
万
物
離
並
動
作
、

　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

卒
復
帰
於
虚
静
、
是
物
之
極
篤
也
。
」
（
蝸
章
注
）
。
そ
の
際
に
、
彼
は
、
動

　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

。
語
等
の
運
動
が
や
ん
だ
相
静
。
黙
に
、
本
の
直
載
な
あ
ら
わ
れ
を
観
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

即
ち
動
。
静
の
本
は
静
（
「
寂
然
大
静
」
復
卦
大
象
伝
注
）
、
語
。
黙
の
本
は

o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

黙
（
「
冥
黙
無
有
」
1
章
注
）
で
あ
る
と
す
る
。
従
っ
て
、
こ
の
静
。
黙
は
、

も
　
ぼ
や

最
早
動
。
語
と
同
一
レ
ヴ
ェ
ル
に
於
て
相
い
対
立
す
る
現
象
で
は
な
く
、
動

・
語
が
そ
の
本
に
復
っ
た
相
と
L
て
理
解
さ
れ
る
（
注
u
参
照
）
。
か
く
て
、

現
象
と
し
て
は
相
対
的
関
係
に
あ
る
動
と
静
、
語
と
黙
が
、
本
質
を
観
る
目

　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
o

に
よ
っ
て
本
。
末
関
係
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。

　
静
・
黙
が
時
。
処
。
位
の
諸
条
件
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
の
か
た
ち
を
と
っ

て
あ
ら
わ
れ
た
具
体
相
（
運
動
形
態
）
が
動
・
語
で
あ
る
。
動
。
語
の
具
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

的
あ
り
方
は
多
様
で
あ
る
が
、
そ
の
本
は
一
な
る
静
。
黙
で
あ
る
。
静
・
黙

は
動
。
語
と
い
う
個
別
的
事
象
に
即
し
て
本
た
る
無
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
静
。
黙
を
個
別
的
把
握
と
す
れ
ぼ
、
無
（
寂
然
至
元
）
は
そ
の
総
括

的
把
握
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
我
々
は
、
王
弼
の
言
う
無
。
天

地
の
本
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

は
、
運
動
。
変
化
。
多
様
性
。
相
対
性
の
も
と
に
具
体
的
に
展
開
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
（
も
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
が
批

こ
の
世
界
（
天
地
。
有
）
の
、
究
極
・
本
然
の
相
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
無

　
（
も
の
）

は
有
を
離
れ
て
何
処
か
に
あ
る
訳
で
は
な
い
。
無
は
一
切
の
有
を
可
能
的
に

含
ん
で
、
有
の
内
に
、
謂
わ
ぼ
蔵
さ
れ
て
あ
る
。
個
に
即
し
て
言
え
ば
、
無

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
は
性
と
L
て
個
に
内
在
し
て
あ
る
。
有
は
無
の
展
開
相
で
あ
る
。

　
　
こ
の
薮
伝
注
は
、
注
9
の
詳
細
な
る
展
開
で
あ
る
。

u
　
復
卦
大
象
伝
「
雷
在
地
申
、
復
。
先
王
以
至
目
閉
関
、
商
族
不
行
、
后
不

　
省
方
」
を
ふ
ま
え
る
。
王
注
「
方
、
事
也
。
冬
至
、
陰
之
復
也
。
夏
至
、
陽

　
之
復
也
。
故
為
復
、
則
至
於
寂
然
大
静
。
先
王
則
天
地
而
行
者
也
。
動
復
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

　
静
、
行
復
則
止
、
事
復
則
元
事
也
。
」
至
目
は
夏
至
・
冬
至
の
日
、
一
陰
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
復
二
陽
来
復
の
タ
ー
ニ
ソ
グ
・
ポ
イ
ソ
ト
を
た
す
寂
然
大
静
の
日
。
先
王

　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
o

　
の
志
（
波
多
野
『
王
注
校
正
』
に
従
っ
て
至
を
志
に
改
め
る
）
と
は
、
寂
然

　
大
静
た
る
天
地
の
心
に
則
っ
て
、
無
事
・
無
為
を
以
て
天
下
を
治
め
た
先
王

　
の
為
政
の
根
本
原
理
。

1
2
　
為
政
者
が
自
己
の
利
益
を
優
先
す
る
私
心
を
な
く
し
、
も
の
ご
と
の
自
か

　
ら
な
る
展
開
（
自
然
）
に
随
順
し
て
無
為
で
あ
る
こ
と
。
次
の
諸
注
参
照

　
1
「
無
私
者
、
無
為
於
身
也
。
」
（
7
章
注
）
、
1
3
章
「
乃
吾
無
身
」
　
の
注

　
「
帰
之
自
然
也
。
」
、
　
「
与
天
地
合
徳
、
乃
能
包
之
如
天
之
遣
。
如
人
之
量
、

　
則
各
有
其
身
、
不
得
相
均
。
如
惟
無
身
無
私
乎
、
自
然
、
然
後
乃
能
与
天
地

　
合
徳
」
（
7
7
章
注
）
。

1
3
　
四
海
・
遠
近
、
共
に
天
下
の
民
を
指
す
。
こ
の
句
、
『
論
語
』
の
「
四
方

　
之
民
、
極
負
其
子
而
至
臭
」
（
子
賂
）
と
同
意
。
「
故
減
其
私
」
以
下
の
文
、

　
3
章
「
為
無
為
則
無
不
治
」
の
別
様
の
表
現
で
あ
る
。

1
4
　
前
文
の
無
為
の
生
き
方
に
対
し
て
有
為
の
生
活
態
度
の
危
険
性
を
指
摘
す

　
る
。
脳
章
「
企
者
不
立
、
跨
者
不
行
、
自
見
者
不
明
、
自
是
者
不
彰
、
自
伐

　
者
無
功
、
自
衿
老
不
長
、
其
在
遣
也
、
目
余
食
賛
行
、
物
或
悪
之
、
故
有
道

　
者
不
処
」
。
4
4
章
「
是
故
甚
愛
必
大
費
、
多
蔵
必
厚
亡
」
と
同
じ
思
想
内
容

　
を
含
む
。
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上
徳
“
無
為
は
、
無
（
根
元
）
へ
の
復
帰
に
よ
る
、
無
（
根
元
）
か
ら
の

　
は
た
ら
き
（
唯
道
是
用
）
で
あ
り
、
一
切
の
は
か
ら
い
を
っ
き
抜
げ
て
無

　
（
性
）
の
用
と
一
体
と
な
っ
た
は
た
ら
き
（
徳
）
そ
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ

　
　
（
は
た
ら
き
）

　
て
徳
が
徳
と
し
て
意
識
さ
れ
な
い
。
（
意
識
さ
れ
る
即
ち
徳
が
対
象
的
に

　
意
識
に
把
え
ら
れ
る
の
は
、
意
識
と
徳
と
が
分
離
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
と
き
徳
は
意
識
の
支
配
下
に
あ
る
は
か
ら
い
と
な
っ
て
い
る
）
。

1
6
　
「
老
子
指
略
」
に
「
言
之
者
失
其
常
、
名
之
者
離
其
真
、
為
之
老
則
敗
其

　
性
、
執
之
者
則
失
其
原
桑
。
是
以
聖
人
不
以
言
為
主
、
則
不
違
其
常
、
不
以

　
名
為
常
、
則
不
離
其
真
、
不
以
為
為
事
、
則
不
敗
其
性
、
不
以
執
為
制
、
則

　
不
失
其
原
集
」
「
功
不
可
取
、
美
不
可
用
、
故
必
取
其
為
功
之
母
而
已
集
」

　
と
あ
る
。
徳
の
母
な
る
無
為
。
無
名
を
は
な
れ
て
、
そ
の
結
果
で
あ
る
功
や

　
美
名
に
執
着
し
、
そ
れ
を
行
為
準
則
と
し
て
用
い
な
い
こ
と
。

1
7
　
性
の
は
た
ら
き
に
随
順
す
る
無
為
を
い
う
。
1
0
「
川
谷
与
江
海
、
非

　
江
海
召
之
、
不
召
不
求
而
自
帰
者
也
。
行
道
於
天
下
者
、
不
令
而
自
均
、
不

　
求
而
自
得
。
」
（
3
2
章
注
）
○
「
静
而
不
求
、
物
自
帰
之
也
」
（
飢
章
注
）
。
0

　
4
7
章
「
不
為
而
成
」
の
注
「
明
物
之
性
、
因
之
而
巳
。
故
雛
不
為
、
而
使
之

　
成
桑
」
等
参
照
。

1
8
　
名
と
有
限
性
。
限
定
性
（
形
）
と
の
必
然
的
結
び
つ
き
に
つ
い
て
－

　
「
老
子
指
略
し
に
次
の
如
く
言
う
。
○
「
几
名
生
於
形
、
未
有
形
生
於
名
者

　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
也
。
故
有
此
名
必
有
此
形
、
有
此
形
必
有
其
分
。
仁
不
得
謂
之
聖
、
智
不
得

　
之
仁
、
則
各
有
其
実
桑
。
」

　
　
あ
る
行
為
が
一
定
の
徳
の
名
（
徳
目
）
を
も
つ
の
は
、
仁
が
智
と
区
別
さ

　
れ
る
よ
う
に
、
他
の
行
為
か
ら
明
確
に
区
別
さ
れ
る
一
定
の
か
た
ち
を
も
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
は
た
ら
き
）

　
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
上
徳
は
徳
が
あ
っ
て
徳
の
名
が
な
い
の
は
、
無
為

19202122

は
一
定
の
か
た
ち
を
も
た
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

　
下
徳
は
善
と
不
善
を
区
別
し
、
已
の
立
て
た
善
に
か
な
う
よ
う
に
行
為
す

る
。
善
の
実
現
を
志
向
し
て
行
為
が
選
択
さ
れ
る
か
ら
、
行
為
に
一
定
の
か

た
ち
が
出
来
、
従
っ
て
そ
こ
に
か
た
ち
に
見
合
っ
た
徳
の
名
、
仁
義
等
の
徳

目
が
成
立
す
る
。

　
「
自
然
已
足
、
為
則
敗
也
」
（
2
章
注
）
。
又
注
6
に
引
用
L
た
2
9
章
注
を

参
照
の
こ
と
。

　
善
を
定
立
す
る
こ
と
は
も
の
ご
と
を
善
と
不
善
に
二
分
し
て
捉
え
る
こ
と

で
あ
り
、
善
悪
以
前
（
無
名
）
の
あ
る
が
ま
ま
（
自
然
）
を
否
定
す
る
こ
と

で
あ
る
。
善
・
不
善
の
区
別
の
も
と
に
成
立
す
る
下
徳
は
、
亦
世
界
に
不
断

に
こ
の
区
別
を
成
立
さ
せ
て
ゆ
く
。
－
○
「
甚
美
之
名
、
生
於
大
悪
、
所

謂
美
悪
同
門
」
（
！
8
章
注
）
。
○
「
立
善
以
和
万
物
、
則
便
復
有
妖
之
患
也
」

（
5
8
章
注
）
。

　
例
え
ぼ
、
仁
を
善
と
L
不
仁
H
不
善
か
ら
峻
別
し
、
仁
の
実
現
を
志
向
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
o
　
　
o

て
自
已
を
律
し
つ
つ
行
為
す
る
こ
と
。
1
0
「
仁
者
必
造
立
施
化
、
有
恩

o
　
　
o

有
為
。
造
立
施
化
則
物
失
其
真
、
有
恩
有
為
則
物
不
具
存
。
…
・
－
若
慧
（
恵
）

由
已
樹
、
未
足
任
也
。
」
（
5
章
「
天
地
不
仁
」
の
注
）
。
○
「
失
無
為
之
事
、

　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o

更
以
施
慧
立
善
、
道
進
物
也
。
」
（
1
8
章
「
大
道
嬢
、
有
仁
義
」
の
注
）

　
仁
義
は
無
為
を
否
定
し
て
「
物
に
進
む
」
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
。
こ
こ
で

　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、

道
に
対
す
る
物
は
、
具
体
的
な
か
た
ち
を
以
て
あ
れ
と
こ
れ
を
区
別
す
る
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

対
・
差
別
の
世
界
の
象
徴
的
表
現
と
理
解
し
て
よ
い
。
従
っ
て
物
へ
と
堕
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
、

た
仁
は
、
意
識
の
対
象
と
し
て
（
即
ち
仁
と
い
う
名
の
も
と
に
概
念
的
に
）

捉
え
ら
れ
て
徳
胃
と
な
り
規
範
と
化
し
た
「
仁
」
で
あ
る
。
「
之
ヲ
為
ス
」

下
徳
は
、
徳
目
や
規
範
を
行
為
準
則
と
し
て
そ
れ
に
従
っ
た
行
為
で
あ
る
と
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言
う
こ
と
も
で
き
る
。

　
「
下
徳
之
量
」
、
下
徳
の
容
量
・
力
量
、
9
潟
O
ξ
1
0
「
与
天
地
合
徳
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

乃
能
包
之
如
天
之
道
、
如
人
之
量
、
則
各
有
其
身
、
不
得
相
均
し
（
7
7
章
注
）

参
照
。

　
下
徳
の
最
高
レ
ヴ
ェ
ル
を
極
め
る
上
仁
を
上
徳
と
比
較
検
討
し
、
下
徳
の

本
質
は
「
為
レ
之
」
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
上
仁
は
私
に
偏
っ
て
行

為
す
る
こ
と
が
な
い
。
無
私
の
行
為
が
上
仁
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
点
で
上

仁
は
上
徳
と
接
す
る
。
L
か
し
上
仁
が
や
は
り
下
徳
で
あ
る
の
は
、
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ゴ
イ
ス
テ
イ
ツ
ク

「
為
レ
之
」
に
あ
る
。
上
仁
の
特
徴
は
無
私
の
愛
で
あ
り
、
自
己
中
心
的
な
愛

で
は
な
い
。
こ
の
点
で
自
己
へ
の
固
執
か
ら
は
脱
却
し
え
て
い
る
と
言
う
こ

と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
上
仁
は
、
仁
を
善
と
し
て
立
て
て
徳
目
・
規
範
化

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
無
為
の
個
別
的
展
開
と
し
て
の
無
私
の
愛
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

は
た
ら
き
そ
の
も
の
か
ら
は
区
別
さ
れ
る
し
、
仁
を
善
と
す
る
自
已
の
立
場

、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

か
ら
脱
却
し
得
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
故
「
老
子
指
略
」
に
「
儒
者
尚

O
　
　
O
　
　
O
　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O

乎
全
愛
、
而
以
進
之
。
…
…
誉
以
進
物
、
争
尚
必
起
。
…
…
斯
皆
用
其
子
而

棄
其
母
。
物
失
所
載
、
未
足
守
也
。
」
と
言
う
。
自
己
の
立
場
へ
の
固
執
は
、

下
徳
の
特
徴
で
あ
る
と
し
て
よ
い
。

　
本
（
母
）
。
末
（
子
）
は
王
弼
思
想
の
基
本
的
枠
組
み
を
な
し
て
い
る
。

王
弼
は
、
5
2
章
「
天
下
有
始
、
以
為
天
下
母
。
既
得
其
母
、
以
知
其
子
、
復

守
其
母
、
没
身
不
殆
」
に
老
子
思
想
の
根
本
精
神
を
見
た
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
故
「
老
子
指
略
」
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
○
「
老
子
之
書
、
其
幾
乎
可
二
言
而
蔽
之
。
臆
、
崇
本
息
末
而
已
集
。
」

　
ま
た
「
功
不
可
取
、
美
不
可
用
。
故
必
取
其
為
功
之
母
而
已
棄
。
篇
云

既
知
其
子
、
而
必
復
守
其
母
、
尋
期
理
也
、
何
往
而
不
暢
哉
。
」
と
言
う
。

26272928303132
　
「
棄
本
捨
母
而
適
其
子
」
は
無
為
を
否
定
し
て
有
為
に
堕
す
る
こ
と
。
次

の
「
老
子
指
略
」
の
文
に
、
有
為
が
如
何
な
る
も
の
か
の
詳
細
な
説
明
が
見
。

え
る
。
○
「
夫
素
僕
之
道
不
著
、
而
好
欲
之
美
不
隠
、
雄
極
聖
明
以
察
之
、

靖
智
慮
以
攻
之
、
巧
愈
思
精
、
偽
愈
多
変
、
攻
之
弥
甚
、
避
之
弥
勤
。
則
乃

智
愚
相
欺
、
六
親
相
疑
、
僕
散
真
離
、
泰
有
其
好
。
蓋
舎
本
而
攻
末
、
雄
極

聖
智
、
愈
致
斯
災
、
況
術
之
下
此
者
乎
。
…
…
」
○
「
夫
敦
撲
之
徳
不
著
、

而
名
行
之
美
顕
尚
、
則
修
其
所
尚
而
望
其
誉
、
修
其
所
道
而
翼
其
利
。
望
誉

翼
利
以
勤
其
行
、
名
弥
美
而
誠
愈
外
、
利
弥
重
而
心
愈
競
。
父
子
兄
弟
、
懐

情
失
直
、
孝
不
仁
誠
、
慈
不
任
実
、
蓋
顕
名
行
之
所
招
也
。
患
俗
薄
而
興
名

行
、
崇
仁
義
、
愈
致
斯
偽
、
況
術
之
賎
此
者
乎
。
故
絶
仁
棄
義
以
復
孝
慈
、

未
渠
弘
也
。
」

　
2
7
章
注
。
「
聖
人
不
立
形
名
以
検
於
物
、
不
造
進
向
以
殊
棄
不
肖
。
輔
万

物
之
自
然
而
不
為
始
、
故
日
無
棄
人
也
。
不
尚
賢
能
、
則
民
不
争
、
不
貴
難

得
之
貨
、
則
民
不
為
盗
、
不
見
可
欲
、
則
民
心
不
乱
。
常
使
民
心
無
欲
無
惑
、

則
無
棄
人
集
。
」
に
詳
し
い
。

　
抑
、
お
さ
え
る
。
抗
、
あ
げ
る
、
す
す
め
る
。

　
こ
の
句
、
礼
が
外
面
的
か
た
ち
に
執
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。

　
波
多
野
太
郎
『
老
子
王
注
校
正
』
に
「
往
来
者
礼
曲
礼
上
、
礼
尚
往
来
、

徒
而
不
来
非
礼
也
、
来
而
不
往
亦
非
礼
也
。
不
対
不
酬
也
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
2
5
章
注
　
　
「
吾
所
以
字
之
日
道
者
、
取
其
可
言
之
称
最
大
也
。
責
其
字
之

所
由
、
則
繋
於
大
。
夫
有
繋
則
必
有
分
、
有
分
則
失
其
極
集
。
故
日
強
為
之

名
日
大
。
」

　
『
周
易
』
繋
辞
伝
上
、
　
「
盛
徳
大
業
、
至
棄
哉
。
富
有
之
謂
大
業
、
日
新

20
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之
謂
盛
徳
」
を
ふ
ま
え
る
。

　
天
。
地
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
徳
が
あ
る
こ
と
を
言
う
。

　
4
章
注
　
　
「
地
雄
形
醜
、
不
法
於
天
、
則
不
能
全
其
寧
、
天
雄
精
象
、
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

法
於
道
、
則
不
能
保
其
溝
。
…
…
地
守
其
形
、
徳
不
能
過
其
載
　
天
懐
其
象
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

徳
不
能
過
其
覆
。
」
と
あ
る
。
2
5
章
注
に
「
地
不
違
天
、
乃
得
全
載
、
法
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

地
、
天
不
違
道
、
乃
得
全
覆
、
法
道
也
」
と
あ
る
。
購
、
周
全
、
充
足
の
意
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

4
章
注
　
　
「
故
人
雄
知
万
物
之
治
也
、
治
而
不
以
二
儀
之
道
、
則
不
能
贈

也
」
、
5
章
注
　
「
天
地
任
自
然
、
無
為
無
造
、
万
物
自
相
治
理
、
故
不
仁
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

：
：
：
無
為
於
万
物
而
万
物
各
適
其
所
用
、
則
莫
不
購
柔
」
を
参
照
の
こ
と
。

　
万
物
を
富
有
L
生
生
化
育
せ
L
め
る
天
地
の
徳
業
も
「
以
無
為
用
し
に
よ

る
。
凡
そ
も
の
は
無
（
の
は
た
ら
き
）
か
ら
離
れ
て
は
そ
の
自
体
性
（
「
体
」
、

も
の
が
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
徴
表
と
し
て
の
形
体
）
を
全
う
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　
○
「
用
一
以
致
清
耳
、
非
用
清
以
清
也
。
守
一
則
清
不
失
、
用
清
則
恐
裂

　
　
　
O
O
O
O
O
O
O
　
　
　
　
　
　
O
O
O
O

也
。
故
為
功
之
母
不
可
舎
也
。
是
以
皆
無
用
其
功
、
恐
喪
其
本
也
。
」
（
3
9
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
g
o
o
　
　
o
o
o
o

注
）
「
清
不
能
為
清
、
盈
不
能
為
盈
、
皆
有
其
母
、
以
存
其
形
。
故
溝
不
足

　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

貴
、
盈
不
足
多
、
貴
在
其
母
、
而
母
無
貴
形
。
…
：
玉
石
線
録
、
瑠
瑠
、
体

o
　
　
o
　
　
o

尽
於
形
、
故
不
欲
也
」
（
同
右
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

　
尚
、
「
体
」
に
関
連
し
て
、
一
」
の
「
以
無
為
用
、
不
能
捨
無
以
為
体
也
」

等
の
表
現
を
根
拠
と
し
て
、
思
想
上
に
於
け
る
王
弼
の
業
績
の
一
つ
に
、
体

。
用
概
念
を
使
用
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
見
解
が
あ
る
（
銭
穆
『
荘
老
通
辮
』

p
ω
o
。
◎
、
楼
宇
烈
『
王
弼
集
校
釈
』
前
言
、
等
）
。
私
は
こ
の
見
解
は
妥
当
性

に
欠
け
る
と
考
え
る
。
王
弼
の
多
用
す
る
本
・
末
概
念
は
、
ほ
ぼ
体
・
用
概

念
に
相
当
し
、
そ
の
意
味
で
、
宋
学
の
体
・
用
概
念
は
王
弼
の
思
想
に
於
て

　
充
分
に
成
熟
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
彼
が
体
・
用
と
い
う

　
一
対
の
哲
学
概
念
を
使
用
し
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
そ
の

　
根
拠
の
一
つ
は
、
彼
の
使
用
す
る
「
体
」
字
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
3
8
章
注

　
の
句
を
、
そ
れ
だ
け
取
り
出
し
て
読
め
ぼ
、
あ
る
い
は
無
H
有
の
体
（
所
謂
、

　
本
体
）
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
つ
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
の
調
べ
た
限
り
で

　
は
、
王
弼
が
「
体
」
字
を
所
謂
本
体
と
い
う
意
味
で
使
用
し
た
と
断
定
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
る
用
例
は
一
っ
も
な
い
。
殆
ん
ど
が
右
章
注
の
「
体
尽
於
形
」
の
よ
う
に
、

　
体
質
・
形
体
と
い
う
意
味
で
使
用
し
て
い
る
。

3
6
　
「
易
簡
不
暢
」
、
『
王
弼
集
校
釈
』
に
従
っ
て
字
句
を
改
め
た
。
易
簡
は

　
『
周
易
』
繋
辞
伝
の
「
乾
以
易
知
、
坤
以
簡
能
」
「
易
簡
而
天
下
之
理
得
棄
」

　
「
易
簡
之
徳
配
至
徳
」
等
を
ふ
ま
え
る
。
「
忠
信
不
篤
、
易
簡
不
暢
」
は
、

　
「
老
子
指
略
」
の
「
素
朴
之
道
不
著
、
而
好
欲
之
美
不
隠
」
「
敦
朴
之
徳
不

　
著
、
而
名
行
之
美
顕
尚
」
（
注
2
6
の
引
用
文
参
照
）
と
同
意
。

3
7
　
5
7
章
注
「
立
正
欲
以
息
邪
、
而
奇
兵
用
、
多
忌
講
欲
以
耽
貧
、
而
民
弥
貧
。

　
利
器
欲
以
強
国
者
也
、
而
国
愈
昏
弱
、
皆
舎
本
以
治
末
、
故
以
致
此
也
。
」

　
参
照
。

3
8
　
　
「
彼
」
は
前
識
、
「
此
」
は
無
為
の
道
を
さ
す
。

3
9
　
　
「
為
功
之
母
」
、
無
為
を
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

4
0
　
2
章
「
是
以
聖
人
処
無
為
之
事
、
行
否
言
之
教
。
万
物
作
焉
而
不
辞
、
生

　
而
不
有
、
為
而
不
侍
、
功
成
而
弗
屠
。
」
を
ふ
ま
え
る
。

姐
　
　
「
形
」
は
例
え
ぼ
行
為
の
外
形
、
「
名
」
は
例
え
ば
仁
義
礼
等
の
徳
目
、

　
共
に
本
に
対
す
る
末
に
属
す
る
も
の
。

4
2
　
3
7
章
　
「
道
常
無
為
而
無
不
為
、
侯
王
若
能
守
之
、
万
物
将
自
化
、
化
而

　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
欲
作
、
吾
将
鎮
之
以
無
名
之
僕
。
無
名
之
撲
、
夫
亦
将
無
欲
。
不
欲
以
静
、
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天
下
将
自
定
。
」
を
ふ
る
ま
え
る
。

　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
3
章
注
　
「
唯
能
是
任
、
尚
也
局
為
、
唯
用
是
施
、
貴
之
何
為
、
尚
賢
顕

名
、
栄
過
其
任
、
為
而
常
校
能
相
射
。
貴
貨
過
用
、
貧
者
麓
趣
、
穿
轟
探
嬢
、

没
命
而
盗
。
故
可
欲
不
見
、
則
心
無
所
乱
也
」
参
照
。

　
3
章
注
に
「
志
生
事
以
乱
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

　
「
真
」
は
、
性
を
指
す
。
○
「
致
虚
、
物
之
極
篤
、
守
静
、
物
之
真
也
」

　
　
　
　
　
　
　
O
O
O
　
　
　
O
O
O
O
O
　
　
O
O
O
O
O

（
1
6
章
注
）
○
『
物
反
窃
冥
、
則
真
精
之
極
得
、
万
物
之
性
定
。
」
（
班
章
注
）

　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

○
「
至
真
之
極
、
不
可
得
名
、
無
名
則
是
其
名
也
。
自
古
及
今
、
無
不
由
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

而
成
。
」
（
同
上
）
○
「
抱
僕
無
為
、
不
以
物
累
真
、
不
以
欲
害
其
神
、
則
物

　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
0

自
賓
而
道
自
得
也
」
（
3
2
章
注
）
○
「
我
守
其
真
性
無
為
、
則
民
不
令
而
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
O

均
也
」
（
同
上
）
○
「
静
則
全
物
之
真
、
躁
則
犯
物
之
性
」
（
4
5
章
注
）
等
参

照
。

　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

　
王
弼
は
性
を
も
の
に
内
在
す
る
自
然
と
捉
え
、
真
と
位
置
づ
け
る
。
従
っ

　
　
　
　
　
○

て
「
物
得
其
真
、
与
極
同
体
」
（
2
3
章
注
）
と
言
う
よ
う
に
、
も
の
は
そ
の

真
な
る
性
の
は
た
ら
き
を
充
全
な
ら
し
め
る
・
」
と
（
反
窃
冥
、
守
真
性
、
全

物
之
真
）
に
よ
っ
て
遺
と
一
体
と
た
る
。
け
だ
し
「
妙
出
乎
玄
、
衆
由
乎
道
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

故
生
之
畜
之
、
不
塞
不
塞
、
通
物
之
性
、
遣
之
謂
也
」
（
「
老
子
指
略
」
）
と

言
う
よ
う
に
、
王
弼
は
・
」
の
世
界
の
運
動
変
化
を
、
性
の
は
た
ら
き
の
自
ず

か
ら
な
る
展
開
と
捉
え
、
そ
の
自
ず
か
ら
な
る
は
た
ら
き
を
無
為
、
展
開
相

を
道
・
自
然
と
捉
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
儒
家
の
説
く
徳
目
と
し
て
の
誠
で
は
な
く
、
真
な
る
性
の
は
た
ら
き
と
し

て
の
う
そ
偽
り
な
き
心
の
は
た
ら
き
を
言
う
。

　
こ
の
仁
。
義
・
礼
は
、
老
子
に
よ
っ
て
下
徳
と
し
て
批
判
。
否
定
さ
れ
て

い
る
仁
・
義
等
で
は
な
く
、
無
為
の
個
別
的
展
開
相
と
し
て
の
仁
。
義
・
礼

蝸50

の
は
た
ら
き
。
王
弼
は
仁
・
義
等
の
徳
を
頭
か
ら
下
徳
と
し
て
否
定
し
醐
げ

る
よ
う
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
い
。
む
し
ろ
仁
。
義
等
の
諾
徳
を
肯
定
的
に

位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
彼
の
意
図
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
点
に
於
て
、
王
弼
の
立
場
は
『
老
子
』
経
文
の
趣
旨
と
明
ら
か

に
対
立
し
て
い
る
。
老
子
の
下
徳
批
判
を
受
け
と
め
つ
つ
、
仁
・
義
等
の
諾

徳
を
肯
定
的
に
位
置
づ
け
る
論
理
を
、
如
何
に
し
て
構
築
す
る
か
に
、
彼
の

道
徳
論
の
理
論
的
課
題
が
あ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
尚
「
老
子
指
略
」
の
次
の
文
は
、
王
弼
の
仁
義
論
の
比
較
的
ま
と
ま
っ
た

論
述
で
あ
る
。

　
○
「
嘗
試
論
之
目
、
夫
邪
之
興
也
、
山
豆
邪
者
之
所
為
乎
。
淫
之
所
起
乎
、

豊
淫
者
之
所
造
乎
。
故
閑
邪
在
乎
存
誠
、
不
在
善
察
、
息
淫
在
乎
去
華
、
不

在
滋
章
、
絶
盗
在
乎
去
欲
、
不
在
厳
刑
、
止
訟
存
乎
不
尚
、
不
在
善
聴
。
故

不
攻
其
為
也
、
使
其
無
心
於
為
也
、
不
害
其
欲
也
、
使
其
無
心
於
欲
也
。
謀

之
於
未
兆
、
為
之
於
未
始
、
如
斯
而
已
桑
。
故
端
聖
智
以
治
巧
偽
、
未
若
見

質
素
以
静
民
欲
、
興
仁
義
以
敦
薄
俗
、
未
若
抱
僕
以
全
篤
実
、
多
巧
利
以
興

事
用
、
未
若
寡
私
欲
以
息
華
競
。
故
絶
司
察
、
潜
聡
明
、
去
勘
進
、
魏
華
誉
、

棄
巧
用
、
魑
宝
貨
。
唯
在
使
民
愛
欲
不
生
、
不
在
攻
其
為
邪
也
。
故
見
索
撲

以
絶
聖
智
、
寡
私
欲
以
棄
巧
利
、
皆
崇
本
以
息
末
之
謂
也
。
」

　
本
来
無
為
の
個
別
的
展
開
形
態
で
あ
る
諸
徳
を
、
無
為
か
ら
切
り
離
し
て
、

徳
目
と
し
、
徳
目
の
実
現
に
道
徳
の
実
践
を
見
る
下
徳
の
欺
購
性
を
衝
く
。

道
徳
を
単
な
る
外
的
形
式
（
か
た
ち
）
へ
の
随
順
、
規
範
へ
の
随
順
に
堕
と

し
め
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
批
判
と
見
傲
す
・
」
と
が
で
ぎ
る
。

　
天
の
如
く
に
広
大
な
徳
の
は
た
ら
き
。
『
中
庸
』
に
「
高
明
配
天
」
と
あ

る
。

22
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「
故
仁
徳
之
厚
」
以
下
、
本
来
の
仁
義
等
の
諸
徳
の
は
た
ら
き
は
、
無
為

の
個
別
的
展
開
相
で
あ
る
一
」
と
を
論
ず
。

　
無
為
と
本
来
の
仁
義
等
の
諸
徳
は
本
（
母
）
・
末
（
子
）
関
係
に
あ
る
こ

と
を
、
匠
と
そ
の
作
品
で
あ
る
形
器
の
警
を
援
用
し
て
論
じ
、
末
で
あ
る
仁

義
等
の
諸
徳
を
本
か
ら
切
り
離
し
て
そ
れ
を
本
と
見
敵
し
て
し
ま
う
所
に
、

下
徳
の
根
本
的
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

五
　
結
語
に
代
え
て

　
以
上
3
8
章
注
は
、
王
弼
の
道
徳
論
の
体
系
的
論
述
と
看
散
す
一
」
と
が
で
き
る
。

以
下
そ
の
特
徴
を
、
次
の
諸
点
に
ま
と
め
て
、
本
稿
の
結
語
に
代
え
る
。

①
老
子
は
、
仁
義
等
の
徳
を
下
徳
と
し
て
、
厳
し
く
批
判
・
否
定
す
る
。
し

か
し
王
弼
は
、
仁
義
等
の
諸
徳
を
否
定
せ
ず
、
む
L
ろ
肯
定
的
に
位
置
づ
げ
よ

う
と
意
図
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
於
て
、
3
8
章
注
は
、
遣
蓬
遊
解
釈
に
端
的
に

見
ら
れ
る
郭
象
『
荘
子
注
』
同
様
、
原
典
の
趣
旨
に
忠
実
な
注
で
は
た
い
。

②
右
の
意
図
に
関
連
し
て
、
王
弼
は
、
仁
義
等
の
諸
徳
は
な
に
故
に
下
徳
H

有
為
と
し
て
批
判
・
否
定
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
の
か
で
は
な
く
、
仁
義
等
の
諸
徳

は
な
に
故
に
そ
の
本
来
の
は
た
ら
き
を
失
い
、
有
為
へ
と
転
化
し
て
し
ま
う
の

か
と
い
う
間
題
関
心
の
も
と
に
、
老
子
の
下
徳
批
判
を
受
け
と
め
て
い
る
。

③
仁
義
等
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
老
子
と
自
已
の
意
図
と
の
ズ
レ
を
、
王
弼

は
次
の
論
理
を
以
て
「
合
理
的
」
に
解
消
す
る
。

ω
老
子
が
下
徳
と
し
て
批
判
。
否
定
す
る
仁
義
等
の
徳
と
、
「
本
来
の
」
仁
義

等
の
は
た
ら
き
と
を
区
別
す
る
。

㈹
「
本
来
の
」
仁
義
等
の
は
た
ら
き
を
無
為
の
個
別
的
展
開
形
態
と
L
て
肯
定

的
に
位
置
づ
け
る
。
こ
の
と
き
、
無
為
と
「
本
来
の
」
仁
義
等
の
諸
徳
は
、
本

（
母
）
と
末
（
子
）
の
関
係
に
於
て
提
え
ら
れ
る
こ
と
に
た
る
。

④
右
の
ω
に
関
連
し
て
、
王
弼
が
理
解
す
る
無
為
と
有
為
と
の
相
違
は
、

の
よ
う
に
整
理
さ
れ
う
る
。

無
為
一
以
無
為
用
一
一
唯
嚢
⊥
崇
需
息
末
一

次

有
為
一
暑
為
用
二
為
一
之
一
捨
本
而
用
末
一

捨
己
而
任
物
（
物
－
－
性
）

　
　
　
　
（
も
の
）

⑥
王
弼
は
有
の
存
在
根
拠
と
し
て
の
道
を
無
と
捉
え
、

て
老
子
の
無
為
を
「
無
を
以
て
用
を
為
す
」
と
捉
え
た
。
彼
は
無
を
個
に
即
し

　
　
　
　
　
　
　
　
○

て
も
の
に
内
在
す
る
性
と
提
え
た
か
ら
、
「
無
を
以
て
用
を
為
す
」
と
は
、
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ひ
　
と
）

れ
及
び
わ
れ
が
実
践
的
に
か
か
わ
り
あ
う
他
者
・
物
の
そ
れ
ぞ
れ
の
性
の
は
た

ら
き
に
人
為
的
な
干
渉
や
規
制
を
放
え
ず
に
、
そ
の
は
た
ら
き
を
充
全
た
ら
し

め
る
こ
と
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

　
こ
こ
に
王
弼
の
道
徳
論
の
実
践
原
理
が
あ
る
。

⑥
そ
れ
ぞ
れ
の
個
の
性
の
は
た
ら
き
を
全
う
す
る
一
」
と
に
実
践
原
理
が
あ
る

か
ら
、
よ
き
行
為
の
成
立
根
拠
は
外
的
規
範
や
徳
目
等
、
人
の
外
部
に
で
は
た

く
内
部
に
、
即
ち
人
。
も
の
の
内
的
白
然
性
の
う
ち
に
求
め
ら
れ
、
道
を
得

（
徳
）
、
徳
を
尽
す
遣
徳
的
行
為
は
、
こ
の
人
。
も
の
の
内
的
自
然
性
で
あ
る
性

の
は
た
ら
き
を
自
覚
的
に
把
握
し
、
そ
れ
を
完
全
に
展
開
。
開
花
せ
し
め
て
い

く
は
た
ら
き
と
捉
え
ら
れ
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

⑦
王
弼
の
無
為
解
釈
の
特
徴
は
、
『
老
子
』
に
は
見
ら
れ
な
い
性
の
概
念
を

導
入
し
、
性
へ
の
復
帰
に
よ
る
性
か
ら
の
は
た
ら
き
と
し
て
個
に
即
し
て
理
論

化
し
た
点
に
あ
る
。
・
」
の
性
の
概
念
の
導
入
に
よ
る
解
釈
は
、
『
荘
子
』
外
・

雑
篇
に
展
開
さ
れ
る
性
命
の
思
想
、
な
か
ん
ず
く
漁
父
篇
等
の
「
貴
真
」
の
思

想
を
、
『
老
子
』
解
釈
に
適
用
L
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

立
善
以
治
物
（
物
H
性
）

　
○

　
無
の
考
察
を
ふ
ま
え

23　王弼r老子遺徳経注』第三十八章



⑧
性
の
は
た
ら
き
と
し
て
の
無
為
は
、
本
来
人
が
お
か
れ
た
状
況
（
時
。
処

・
位
）
に
規
定
さ
れ
て
、
多
様
な
展
開
形
態
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
一
定
の
固

定
的
な
行
為
の
か
た
ち
を
も
た
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
概
念
的
に
捉
え
固

定
化
し
、
そ
こ
に
行
為
準
則
を
設
定
す
る
と
、
こ
こ
に
主
観
的
。
観
念
的
な

「
善
」
の
理
念
の
も
と
に
現
実
を
支
配
し
て
い
こ
う
と
す
る
徳
目
主
義
が
成
立

す
る
。
道
徳
が
人
の
自
然
性
か
ら
は
な
れ
て
、
杜
会
秩
序
の
維
持
等
を
名
目
と

し
て
権
力
が
要
講
す
る
規
範
へ
の
随
順
と
な
り
、
人
の
自
然
性
へ
の
干
渉
。
支

配
（
「
陶
冶
」
）
の
い
と
な
み
と
堕
す
る
。
徳
目
主
義
は
、
「
道
徳
」
を
か
か
げ

て
政
治
的
支
配
を
貫
徹
す
る
擬
制
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

⑨
王
弼
の
道
徳
論
は
、
こ
の
徳
目
主
義
の
批
判
と
そ
の
理
論
的
克
服
を
意
図

し
た
一
つ
の
試
み
で
あ
っ
た
と
捉
え
う
る
。
し
か
し
、
王
弼
の
道
徳
論
は
、
儒

教
的
道
徳
論
の
擬
制
的
性
格
を
そ
れ
な
り
に
明
ら
か
に
し
な
が
ら
も
、
一
方
に

於
て
老
子
の
厳
し
い
儒
家
批
判
の
精
神
を
稀
薄
化
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
に
王
弼

の
思
想
の
折
衷
的
性
格
を
指
摘
す
る
一
」
と
が
で
き
る
。
と
ま
れ
、
老
荘
思
想
を

援
用
し
て
儒
教
思
想
を
哲
学
的
に
「
深
化
」
し
よ
う
と
し
た
王
弼
の
思
想
は
、

支
配
的
政
治
体
制
へ
の
批
判
精
神
の
弱
化
と
折
衷
性
と
い
う
性
格
を
も
つ
が
、

こ
の
性
格
は
魏
晋
時
代
の
玄
学
的
思
想
に
共
通
に
見
ら
れ
る
一
つ
の
大
き
な
特

徴
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
（
う
ち
む
ら
・
よ
し
ひ
で
　
目
本
教
育
科
学
研
究
所
主
任
研
究
員
）
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